
2020平和行進は｢職場で平和行進｣。たくさんの折り鶴を広島・長崎へ
　今年の平和行進は新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から、隊列を組んでの行進は行えませ
ん。しかし、今年は被爆75周年であり、｢核兵器のない平和で公正な世界｣への展望と行動を国内外
に発信し、8月の｢原水爆禁止世界大会広島・長崎｣につなげていく事はとても大切です。今できる
こと、折り鶴やヒバクシャ国際署名を広げましょう。
　折り鶴にあなたの平和への思いを乗せて、広島・長崎へ。そして、ヒバクシャ国際署名で日本政府、
核保有国にも核兵器禁止条約への批准を訴えましょう。
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被爆者は核兵器廃絶を心から求めます
　人類は今、破滅への道を進むのか、命輝く青い地球を目指すのか岐路に
立たされています。
　1945年8月6日と9日、米軍が投下した2発の原子爆弾は、一瞬に広島・
長崎を破滅し、数十万の人びとを無差別に殺傷しました。真っ黒に焦げ
炭になった屍、ずるむけのからだ、無言で歩きつづける人びとの列。生き
地獄そのものでした。生きのびた人も、次から次と倒れていきました。70
年が過ぎた今も後障害にさいなまれ、子や孫への不安のなか、私たちは生
きぬいてきました。もうこんなことは、たくさんです。
　平均年齢80歳を超えた被爆者は、後世の人びとが生き地獄を体験しな

いように、生きている間になんとしても核兵器のない世界を実現したいと切望しています。あなた
とあなたの家族、すべての人びとを絶対に被爆者にしてはなりません。
　あなたの署名が、核兵器廃絶を求める何億という世界の世論となって、国際政治を動かし、命輝く
青い地球を未来に残すと確信します。あなたの署名を心から訴えます。

点線で切り取
り、折り鶴を
作りましょう。
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